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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成25年7月25日(2013.7.25)

【公開番号】特開2012-10649(P2012-10649A)
【公開日】平成24年1月19日(2012.1.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-003
【出願番号】特願2010-150554(P2010-150554)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｂ  63/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｂ  63/32     (2006.01)
   Ａ０１Ｂ  73/06     (2006.01)
   Ａ０１Ｂ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｂ  63/10    　　　Ｚ
   Ａ０１Ｂ  63/32    　　　　
   Ａ０１Ｂ  73/06    　　　　
   Ａ０１Ｂ  35/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月11日(2013.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　「立ち上げ時制御プログラム」１２６は、電源１１３をオンにしたときに実行されるプ
ログラムであり、電源１１３をオンにすると、制御部１１０から通信部１１２へ電波を送
信する命令が送られる。そのとき、通信部１１２の出力制御部１１２ａに第１電波出力デ
ータ（例えば、０．２ｍＷ）が送られる。このとき、ＩＤデータ１２４も電波に載せられ
る。それにより、通信部１１２からは、第１電波出力の電波がアンテナ１１５を介して送
信される。所定の時間後に無線通信制御装置７０からの返信の電波を受信しないときには
、すなわち、無線通信制御装置７０に電波がとどかないか、無線通信制御装置７０がオフ
か、ＩＤが異なるときには、電源ランプ（ＬＥＤ）１０１ｃを点滅させる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　以上のように、電源１１３を入れたときは、出力される電波の強度が０．２ｍＷ程度の
第１の電波出力強度であり、電波の出力強度が小さいので、畦塗り機１を制御する無線通
信制御装置７０に電波がとどかず、作業者が意図しないで動作用の指令スイッチが入って
いたとしても、電源１１３を入れたと同時に、作業者が意図しない畦塗り機１の動作が実
行される可能性をなくすことができる。これにより、電源オンのときに、指令スイッチが
押されていたときに、意図しない動作をしてしまうことを防ぐことができ、安全性を確保
することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面



(2) JP 2012-10649 A5 2013.7.25

【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】


	header
	written-amendment

